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＜連絡事項＞

· 病棟マットレス消毒の日程の案内が来ています。日程表をホワイトボードに貼っていますので確認し実施していきましょう。

＜患者様連絡事項＞

· 伊藤　義彦様～御家族様へ電話連絡をしていますが、まだ折り返しの電話がありません。

折り返しの電話があった際は、退院後についての相談の為6/29（月）16:00～お時間取る事は可能かの確認をお願いします。

＜注目患者NCP評価＞

· 豊巻　薫様～本日も食事の残食あり、昼食時は下痢を訴え不食していますが、下痢は確

認できず、トイレを往来している様子も見られていません。また、副食購入のため買い物を促していますが拒否され、代行にて副食購入しています。服薬セットについてですが、現在使用されている服薬カレンダーが見づらい為かセットがスムーズに行う事が出来ていない為、まずは病棟の予備の物を使用して頂き、御家族様へ同じタイプの物を購入して頂くようにお願いしていく事としています。

· 上村　みわ様～昨日38℃台の発熱あり、セフジトレン（100）3T 3×7日分処方となっ

ています。本日は36．2℃まで解熱し、日課支障無く行う事出来ています。引き続き患部の状態や体調について観察･確認をしていきましょう。

· 芦口　道則様～手の振戦訴えあり、昨日より薬剤調整中です。日課は支障無く行う事で

きています。頭痛については処方はなく経過観察となっていますので、併せて確認をしていきましょう。また、御家族様（妻様）へ電話連絡していますが繋がっていない為、折り返し電話がありましたら、退院に向けて相談がある事と、次回来院の際に疾病教室をしたい事、外泊訓練を行っていきたい事を伝えてください。また、その際は出来れば次男様も一緒に来ていただけるように伝えてください。

· 高橋　康満様～昨日の診察時に歩行時つまづく事があるとの訴えあり、次回定期薬より

リントン3T→2T・エビプロスタット3Ｔ→2Tへ減薬、朝・夕のみ処方となります。本日は、歩行時につまづきは無いがやや小刻みな様子です。今後、三上様が行っているような運動メニューを作成し行って行く事としています。

· 稲垣　恵利子様～昨日の主治医診察にて、睡眠リズムの改善目的で定期薬の調整（就床

前薬のフルニトラゼパム2mgを中止し、ベルソラム（20）１錠が就床前薬に追加）を昨日夕より行っています。本日の夜間帯は1：40トイレ覚醒しているがすぐに再入床され、3：25に覚醒しています。熟睡感について尋ねると「そんなじゃないけど少しは寝れたから気持ちがいいね」と話されていました。引き続き夜間の睡眠状況、精神症状の観察、確認を行っていきましょう。また、買い物時に「次回行かないから」と話しまとめて購入しようとする事がありますが、止む終えない場合を除きどのような訴えがあっても買い物は週3回行って頂き、購入量は必ず2日分とするよう介入をお願いします。

＜馬渡Dr患者様ケース検討＞

· 木村　義重様～排便－8日目の為、グリセリン浣腸の処方を、主治医不在の為、田名部

Drよりいただき、15:30施行しています。16:40少量の反応便確認しています。

＜安ヶ平Dr患者様ケース検討・診察状況＞

· 三上　勇様～本日9：05スタッフオフィス前を通る際に転倒しています。「足がもつれ

た」と話されています。右膝と右大転子内側を打ったとの事で確認すると右側に異常はないが、大転子部内側には若干薄く発赤見られています。その他に頭部等の打撲はありません。

その後も歩行時につまづく事が目立っており、作業棟へ移動の際はエレベーター使用していただいています。

診察では、転びやすく足がつっかかると話され、階段は危ない為エレベーターで移動する事、急いで歩かず股を広げて歩くようにと、主治医より説明を受けています。

· 滝田　英人様～今朝より独語、放歌が目立っており、9:30頃にトイレに入ると、先に中

に居られた井上和美様に「何は入ってきてんだ！」と怒鳴られる事がありました。その後も独語は目立ち作業療法中は立ち歩き落ち着きのなさも見られています。他者トラブルに気をつけ適宜声掛けをしていきましょう。

· 坂本　のり子様～右股関節痛を訴えられ、朝食は不食し、午前はリハプロも取り組めず

臥床されています。昼食はレストランへエレベーター使用し移動され、作業療法へも参加されています。診察では、右股間節がズキンズキンと痛くてプログラムを休んでいたと話されていました。膝の外側も痛むとの事でハップスター2P処方となっています。

· 中川原　義雄様～多弁さや気分高揚さは見られず、落ち着いて生活できています。

診察では気分は安定しているとの事、時々歯が痛む事があるとの事を話されていました。

· 田野端　忠夫様～スタッフから体調を確認されると「だるい」と話される事があります。

不調がある際は伝える事ができています。

診察では、身体がだるい事や、動悸は無いと話されています。心電図の結果、ST・T異常、左室肥大あり、主治医より無理の無い範囲で運動するように伝えられています。







